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研究成果の概要（和文）：中米と南米の文明間の交流について研究するにあたり、まず両文明に共通する文化要
素として、紀元前300年から後600年に現れる特殊な形状の墓に関する調査をメキシコ西部地域で実施した。研究
の結果、ブーツ型の墓の一部が遺構と関連していることに注目し、同地域で埋葬文化の伝統が地域間交流によ
り、時代を追って西部地域から少なくとも東へ拡大することを確認し、拡大プロセスのモデル化に成功した。ま
た、メキシコ西部ロス・アルトス地方の考古調査のパイオニアとしてロス・アガベス遺跡を発掘し、同地域で先
例のない大型祭壇とピラミッドを発見した。調査資料は、地域間の交流が文明形成と発展の主な要因の一つであ
ることを示している。

研究成果の概要（英文）：In researching interaction between pre-hispanic civilizations of Central and
 South America, we conducted a survey on special shaped tombs as a cultural element common to both 
civilizations, which appeared from 300 BC to 600 AD in the western Mexico. As a result of study 
focusing on the fact that a part of the boot shape tomb is related to the remains of structure, we 
confirmed that the burial tradition in the area expands from the western region at least to east by 
regional interactions, following the era. And we succeeded in modeling the process of cultural 
transmission. In addition, as a pioneer of archaeological investigation in Los Altos region, 
Jalisco, Mexico, we excavated an archaeological site "Los Agaves" and discovered a pyramid and a 
large altar which have never been seen in this region. Our survey shows that the regional 
interaction is one of the main factors which had formed and developed the civilization in this area.

研究分野：新大陸先史学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

中米と南米の交流については、紀元前にお
ける栽培植物の伝播にまでさかのぼり、古く
は 20 世前半より論じられてきた。農耕の始
まる時代には、トウモロコシの中米から南米
への伝播、ジャガイモの南米から中米への伝
播、文明形成期には中間領域で始まる土器製
作の伝播、さらに中米ではオルメカ文化、南
米ではチャビン文化で共通してジャガー信
仰が興る。鐙型土器と呼ばれる土器もメソア
メリカとアンデスでこの形成期に出現して
くる。さらに紀元前 800 年頃からはトゥン
バ・デ・ティロ(tumba detiro)と呼ばれる約 2

～15m の深さの縦穴を持つ墓室の埋葬伝統
が出現し、北米大陸ではメキシコ西部、中央
アメリカではコスタリカ、南米ではペルー中
央・北海岸、コロンビア、エクアドルと広く
分布する。メキシコ西部での分布範囲は、コ
リマ州、ハリスコ州南部、チャパラ湖(Lago de 

Chapala)南西部・西部・北西部、そしてナジ
ャリ州南部である。ミーガンとニコルソンは
縦穴付墳墓が弓形に分布する地域を「トゥン
バ・デ・ティロのアーチ（arco de las tumbas 

de tiro）」と名づけている注①。墓の形状の類
似や副葬品の類似から、この墳墓の形態があ
る一つの起源から太平洋の航路を通じて広
まってきたことが考えられてきた。ディッセ
ルホフはメキシコ西部とエクアドル、コロン
ビアとの関係を強調してきた注②。キルヒホフ
も、メキシコのコリマ州と南アメリカの文化
的類似を認めている 注③。またケリーは、鐙
型土器の研究から紀元前 1500 年頃から南米
との関係がみられると述べている注④。フラス
トはコロンビアとメキシコ西部では、墓の形
状だけではなく、副葬品の土器、土偶などす
べてにおいて類似が見られるとし、さらに時
期的に同時代であることを指摘している注⑤。 

以前は海洋交易の確かな証拠が得られな
いため、これらの説はこれまで見送られてき
たが、現在では多くの学者が二地域の類似的
関係を認めるに至っている。最近の研究では、
アナワルトがメキシコ西部とコロンビアの
考古学遺物を利用し、衣装や装身具に見られ
る類似性の研究を行なっている注⑥。考古学遺
物のほかに、生物（かけす、無毛犬）も両地
域の関係を示すものが多いとされている。南
米のスポンデュルス貝の需要が高まったこ
とで、交易が発達したとアナワルトは考え、
後 800/900 年、エクアドルですでに存在して
いた地方豪族で、交易を取り仕切っていた海
洋商人が、スポンデュルス貝交易との関係に
より、メキシコ西部に南アンデスの冶金技術
を伝えた可能性を示唆している。後 600 年か
ら 800 年にメキシコ西部で冶金技術が発達
するが、これもアンデス北海岸の影響とも言
われ、南米と同様のデザインの青銅製品が作
製される。また錫青銅(成分の 1-2%以上錫を
含有)は、エクアドル、コロンビア、中央アメ
リカではみられず、南アンデスでのみ、早く
から発達していた。この錫青銅が、南米に広

まるのはインカ帝国の拡大によってであり、
南米からメキシコ西部へ伝わったとホスラ
ーは考察している注⑦。このようにメキシコ西
部一帯は、まさに南米アンデス地域との交流
の拠点となっていたと考えられる。だが、メ
キシコ西部と南米大陸北西部は 5000-6000 

㎞も隔たっており、遠洋航海を今から 2000 

年以上も前に想定することはかなり難しい
であろう。海岸沿いには文化的交流、つまり
沿岸航海によって比較的近距離で停泊を繰
り返しながら行なわれるような地域的交流
があり、次第に埋葬習慣や習俗、文化的要素
が伝わったと仮定することは難しくないで
あろう。しかしながら、その交流のプロセス
は、解明されないままとなっている。そこで、
本研究はメキシコの墳墓文化に焦点を当て
て、両地域の交流を実証的に研究していくも
のである。旧大陸の文明とは隔絶された状態
で、新大陸で独自に文明形成が行われてきた
ことは、共通の認識としてあるが、中米メソ
アメリカ文明と南米中央アンデス文明がそ
れぞれ独自に文明を発展させたかどうかに
ついては、いまだ解明を見ていないのである。 

 

２．研究の目的 

研究代表者は、これまで中米の先史文化、
特にメキシコ西部地域とアステカの死生観
に関する研究を行ってきた。あわせて、平成
12 年からは松本亮三が代表を務める調査団
で南米ぺルーにおける考古学調査に携わり、
埋葬遺構の発掘に従事し文化変容について
考察を行ってきた。研究に通底する問題意識
は、征服以前の新大陸における文明の形成に
おいて交流がどのような役割を果たしたか
ということにあり、本研究の最終的な目的は、
「新大陸文明（中米・南米）間の交流」を問
うことにある。しかし、まずその端緒として、
メソアメリカ文明西部地域とアンデス文明
において共通に現れる縦穴付き水平墓室を
伴う埋葬遺構の考古学調査をメキシコ西部
において実施し、メソアメリカにおける先古
典期中期から古典期前期(前 1000 年頃～後
600 年頃)にかけて当該地域で興った地域交
流および文明間交流を明らかにする。そして、
メソアメリカ西部でどのような文化交流が
あったのかを実証的に調査することで、埋葬
伝統の拡大プロセスの解明し、地域間交流
と文明間交流のモデル化を目的とする。 

 

３．研究の方法 

本研究は、平成 26 年度より 3 ヵ年間計画
で実施する予定であったが、途中カウンター
パートが替り、計画が変更され 4 年となった
ことを最初に記しておく。 

26 年度はハリスコ州南部地域において広
く遺跡分布に関する調査を行い、各遺跡の表
面調査の結果を考慮し、発掘を行う縦穴付墓
室の墳墓を伴う小遺跡を選定する。このため
広域踏査を行い、グアダラハラからコリマに
抜ける自然のルート上に位置するサユラ盆



地で発掘対象遺跡を踏査により選定する。   

27 年度はメキシコ西部の中心都市グアダ
ラハラ近郊に位置するテウチトラン伝統の
遺跡を踏査し、建造物の床面もしくは基礎床
面と縦穴によって墓室と地上が結び付いて
いる竪坑墓の分布について実地踏査した。カ
ウンターパートの所属機関と協定を結びサ
ユラ盆地で発掘調査を行う予定であったが、
残念ながら期間内に協定を結ぶことが困難
となり、年度末でカウンターパートを変更せ
ざるを得なかった。 

28 年度は発掘調査のため、現地メキシコの
ミチョアカン大学と代表者が所属している
東海大学文学部の間で学術協定を結び（2016

年 9 月）ハリスコ州東部のロス・アルトス地
方で、再度踏査を開始した。同地方は縦穴付
き水平墓室を伴う竪坑墓の東端に位置して
おり、いかにして竪坑墓が域内で拡大するか
を検証するには適当な地であった。 

29 年度には、雨季前の 5 月と 2018 年 2 月
から 3 月にかけて発掘調査を行い、建築様式
と竪坑墓の関係をもとに西部地域の地域間
交流について、その拡大プロセスを把握する
こととした。 

 
４．研究成果 

平成 26 年度はサユラ盆地の踏査を行い新
たな遺跡を４件登録した（拙稿 2014 参照）。  

さらに、また踏査と文献研究により、竪坑
墓が社会発展とともに権力者に利用され、遺
跡の建造物と関連してつくられることに注
目し、長い竪坑墓を持つ墓が世界の中心を象
徴する世界軸と関連するという新たな解釈
を提示することができた（拙稿 2017 参照）。
まず踏査と文献調査により竪坑墓の分布や
形状についてかなりの多様性があることが
確認された。さらに、個人墓や集合墓など異
なる利用方法も存在した。集合墓の場合は親
族集団による再利用が行われていた。これら
の状況に対して、50 年代 60 年代までの限ら
れた資料から「竪坑墓は女性の生殖器官を象
徴する」とフエンテらが示した解釈が、現在
も一般的に受け入れられていた注⑧。しかしな
がら、形態的にも多様な竪坑墓は、女性の生
殖器官を象徴するという解釈だけでは不十
分であることは明白であった。地域や時代に
よって異なる社会状況を考慮して、再解釈が
なされるべきであり、研究代表者は、同心円
状に配された建造物群（テウチトラン伝統）
と意図して関連づけられた、比較的長い竪坑
を持つ墓に焦点を絞って、竪坑墓に与えられ
た新たな象徴性あるいは死生観を解明しよ
うと試みた。なぜなら、テウチトラン伝統と
呼ばれる建造物群は、1990 年代以降に本格的
に発掘が進んだ遺構だからである。テウチト
ラン伝統の遺跡では、黒曜石や塩など価値の
高いものを支配し、独占的に交易をおこない、
さらに集約的農耕によって統合度の高い社
会が営まれており、社会の階層化も進んでい
た。社会の中心に位置する同心円状の基壇群

では、中央の円形基壇に柱が建てられ世界軸
と関連する儀礼が行われていた。 
現代の民俗資料およびアステカの文書と

創世神話を参考に、柱の象徴性を紐解くと、
柱は世界樹と関連し、世界の創造や世界の中
心と関連するものであることがみえてきた。
さらに、儀礼では祖先が表現されており、創
世神話が織りなされる儀礼であることが推
し量られた。地域は異なるが、同じ先スペイ
ン期のメキシコ西部にこれらの世界樹ある
いは世界軸の観念があったと結論付けるこ
とは、極めて蓋然性が高い。柱の儀礼と関連
する建造物群の中に作られた竪坑墓に限っ
て言えば、世界を生み出す世界樹や創世神話
が象徴的に示される空間として作られたの
だろう。テウチトラン伝統の場合、竪坑墓は
地上界と地下界、言い換えれば生きる者の世
界と死者の世界をつなぐ軸としての役割を
与えられたのだろう。 
竪坑墓と地上の建造物群は偶然関連付け

られたわけではなく、社会のリーダーが世界
樹または世界軸の観念を意識して使用し、世
界観の支配を具体的に遺跡に表現したもの
と言える。言い換えれば、竪坑墓を含む大地
に対し、生命を育む女性のイメージをあてて
豊穣と関連する価値観を重視していた世界
観から、世界の中心と関連する世界軸を意識
した世界観へ変化したことを、社会の権力者
は遺跡に投影し始めたといえよう。 
 ついで地域間交流の実態を、竪坑墓と、墓
と関連する同心円状プランの遺跡の拡大プ
ロセスを調査することで、メキシコ西部にお
ける埋葬伝統を含めた伝統の伝播がしめす
方向性を解明しようと試みた。そのため、テ
ウチトラン伝統の影響がみられる東端地域
を対象とし、遺跡調査を実施した。2017 年 2
月から 3月にかけて行われたメキシコ西部ハ
リスコ州、ロス・アルトス地方におけると踏
査と 5月に行われたロス・アガベス遺跡の発
掘調査からつぎのことが解明された。同遺跡
は、中心部分が６ha ほどの小規模遺跡ではあ
るが、近傍には刻点十字紋を含む多数の岩絵
が存在しており、この遺跡の祭祀センターと
しての重要性が窺えた。これまでの踏査と測
量により、ピラミッド状基壇など複数の基壇
によって構成される中央広場の中心には、わ
ずかな隆起が確認されている（図 1）。このた
め 5月の試掘では、広場中央における祭壇の
有無と残存状況の確認、遺跡の年代同定を目
的とした。 
試掘調査の結果、広場の中央からは祭壇の

壁とそれに付随する土製の階段部を確認し
た。階段部直上からは炭化物や土器片が出土
し、現在年代測定を依頼している。広場の角
にあたる試掘坑では、残念ながら広場の端を
捉えることはできず、予想以上に中央ピラミ
ッドの瓦礫が広場に堆積していることが窺
えた。一方想定された通り、広場内部は総じ
て出土遺物が少なかった。 
ロス・アガベス遺跡やルス湖周辺で実施し



た踏査からは、新たな刻点十字紋を含む、多
数の岩絵が確認された。岩を擦り鉢上に加工
した半球形の窪みも多数確認され、中には約
20 個もの窪みのある岩も確認された。また、
ルス湖周辺の川沿いに分布する多数の岩絵
の中で特に重要な刻点十字紋は、中央高原の
テオティワカンとの関連を示しており、テオ
ティワカンからロス・アルトス地方を経由し、
さらに北のサカテカス州のアルタビスタ遺
跡を結ぶルートを構成することが確認され
ている。発見された刻点十字紋はその数の多
さからも、同地域が何らかの重要性をもって
おり、多くの岩絵が作成されていることは想
像に難くない。 

図 1 ドローンによる遺跡の簡易測量図 
 ベル注⑨の調査から、竪坑墓はロス・アルト
ス地方北部で確認されている。このことから
考えると、ロス・アガベス遺跡周辺にも竪坑
墓が分布している可能性は高いと思われる。
近傍の遺跡からも円形の建造物も確認され
ており、ロス・アガベス遺跡も竪坑墓の時代、
少なからず、テウチトラン伝統の影響を受け
ていたことは、間違いない。しかしながら、
ロス・アガベス遺跡には、建造物として円形
構造物は確認されていない。 

写真 1 大型の方形祭壇 
ロス・アガベス遺跡は、測量調査によるデ

ータから方形の広場と、それを取り囲む方形
基壇で構成されていることが確認できた。さ
らに中央広場からは、2018 年 3 月の発掘によ
って中央に方形の祭壇が確認された（写真
１）。祭壇は、同地域では先例がない一辺 8m
を超す大規模なものであり、その大きさは円
形プランの中央に配された中央祭壇を想起
させる。この方形レイアウトはバヒオ伝統と
呼ばれる様式である。この例は、ペラルタ遺
跡の第 2 複合の二重神殿（ダブル・テンプル）
に見られる。この広場はまさに方形の祭壇を

広場中央に有しており、ほぼロス・アガベス
遺跡とその形態が一致する。この建築複合の
炭素年代測定の結果は、紀元後 610 年注⑩を示
しており、7 世紀初頭から利用されている。
このためロス・アガベス遺跡の建築プランも
7 世紀前半から機能していたことがうかがえ
る。 
一方、ロス・アガベス遺跡の中央ピラミッ

ド（写真 2）の東側の試掘坑から得られた特
殊なエンガルゴラード型と呼ばれる特殊な
口縁をもつ土器片は、サユラ盆地の土器と比
較すると 550 年から 1100 年という年代があ
てられた。このため、建築プランからは 7 世
紀初頭と推測されるが、土器からは 6世紀中
ごろまで遡る可能性が考えられる。いずれに
せよ、古典期後期に入るころには、遺跡は建
設され機能していたであろう。 
最後にロス・アガベス遺跡の置かれた文化

的位置づけを確認しておきたい（図 2）。いわ
ゆるテウチトラン伝統とバヒオ伝統の交錯
する地域に位置していることがうかがえる。
また、刻点十字紋からは古典期前期テオティ
ワカンの反映する時期に中央高原との関連、
もしくは北のアルタビスタ遺跡などとの関
係がうかがえる。また刻点十字紋が分布する
ルートとの関係から交易網上に立地してい
たことも想定できる。この点からは、ロス・
アガベス遺跡の位置するロス・アルトス地方
はバヒオ伝統の中心地であるグアナファト
州、さらに東の中央高原とのつながりも示す
重要な位置にあり、北部の伝統や東部のテオ
ティワカンの影響がみられる地域と考えて
よい。この地域に位置するロス・アガベス遺
跡の発掘は、地域間交流の解釈に有用な一次
資料を提供してくれると期待できよう。 

図 2 地域間交流の概念図（Cárdenas, 1999, 
Lámina 1 改編） 
学術的な発掘調査がほとんどなされてい

ないハリスコ州ロス・アルトス地方で発掘調
査を実施できたことは、学術的に価値が高い。
これまで解明されてこなかった、東部と西部、
また西部と北部の関係を実証的に解明する
手掛かりが得られることにつながり、従来の
解釈を再検討する貴重なデータが得られた。 
ロス・アルトス地方で紀元前後までは、そ

れほど統合度が高くない狩猟採取民による
社会が営まれていたが、徐々にテウチトラン
伝統の社会の影響を受け、竪坑墓なども造ら

方形祭壇 



れるようになった。竪坑墓は一般的に地位の
高い人物が埋葬されるため、社会の階層化が
徐々に進展していったことを窺わせる。これ
は近郊の遺跡の建築プランからもテウチト
ラン伝統の影響がこの地域に及んでいたこ
と明らかである。つまり埋葬文化はテウチト
ラン伝統と関連し、紀元後 600 年頃には、か
なりの確率で西からロス・アガベス遺跡の位
置する東へと拡大してきたことが分かった。 

上述のようにロス・アルトス地方における
ロス・アガベス遺跡の発掘調査を通じ、建築
プランと埋葬文化の拡大に焦点を当てて研
究してきた。西部中央や中央高原などの文化
と関わって、相互に影響を与えながら該当社
会が発展した様子を、ロス・アガベス遺跡の
発掘を通じ明ら
か に し た が 、
2017 年度が初年
度で調査は端緒
に着いたばかり
であり、今後も
継続して発掘を
行う予定である。
ひいては西部の
地域間交流から
大陸間の文明交
流の様相を究明
していきたいと
考えている。        
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